
賃金の口座振込みの手続き
⇒賃金支払い5原則の通貨払い原則の例外として、銀行
その他の金融機関に設けられる労働者の預金口座へ振
り込むことが出来る。（労基則7条の2）

■賃金の口座振込みの要件

①労働者の同意があること
②労働者が指定する本人名義の預貯金等口座に振り
込むこと
③振り込まれた賃金の全額が所定の賃金支払日に引き
出しができること

■賃金の口座振込みの手続き

①労使協定を結ぶ

【協定事項】

・口座振込みの対象となる労働者の範囲
・口座振込みとなる賃金の範囲及び金額
・取扱金融機関の範囲
・口座振込み実施の開始時期

②「口座振込同意書」
をとる

【同意書に記載する事項】

・口座振込みを希望する賃金の範囲及び金額
・指定する金融機関店舗名、預貯金の種類、
口座番号等
・開始希望時期

③支払日に給与明細
書を出す

【明細書の記載事項】

・基本給、手当その他賃金の種類ごとにその
金額
・源泉徴収税額、社会保険料額などの賃金
から控除した項目ごとにその金額
・口座振込みを行った金額



1.口座振込みに関する協定書



2.口座振込同意書



3.賃金控除に関する協定書


